
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東サポだより 

くらし・はたらく・けんり 

あなたの「あんしん」を私たちがサポートします 

発 行：一般社団法人東京都知的障害児者生活サポート協会 理事長 加藤 正仁 

事務局：185-0021 東京都国分寺市南町 2-11-14 トミービル 3F 
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東サポだより ―２０２３年１２月発行― 第２４号 〔１〕 

第２４号 

みんな元気にしあわせに 
 

一般社団法人東京都知的障害児者生活サポート協会 

副理事長   山 下   望 

 

 今年も終わりに近づいてきました。新型コロナウイルス感染症も５月８日から 

は２類から５類に移行したことで、国からはマスクを外してもいいとか、普通の生活 

に戻ろうといったことを言われましたが、東京都内の状況は、８月には感染者が非常に多くなってし

まいました。都内都外問わず、障害者支援施設でもクラスターが発生するなど、利用者さん・職員と

もに気の抜けない日々を過ごしました。ご家族の皆様におかれましても、ご心配が切れること無く続

いてきたと思います。   

ここへ来て、インフルエンザへの罹患も目立ってきています。コロナ禍の中、インフルエンザも普

通の風邪もコロナ蔓延に抑えられてか、ほとんど流行を聞くことがありませんでした。新型コロナが

治まってきたところで、それ以外の感染症が広がっているようです。対抗する手段は、自己免疫をあ

げることです。まずは、夜はよく寝ること。朝は日光を浴びること。軽い運動をすること。笑うこと

です。ぜひ、皆様実行してみてください。健康であればできることがたくさんあります。おいしいも

のも食べられます。外出や旅行にも行かれると思います。 

  今回の東サポだよりは、「相談支援」がメインテーマです。身近の「困った」ことを何でも相談し

ていいところが、相談支援です。相談の場は各市区町村にあり、「知的障害者相談員」という知的障

害のあるお子さんを持った先輩相談員さんもいます。まずは、近くにいらっしゃるこんな方々に相談

（聞いてもらう）するのもいいですね。そこから相談支援事業所へつないでもらい、具体的な「困っ

たこと」を解決につないでいく、そんな使い方がいいかもしれません。自分たちだけでがんばってい

るご家族もたくさんいらっしゃると思いますが、ご家族もご本人も少しでも幸せな生活がおくれるよ

う、身近な相談支援を使ってみませんか。 

 

日頃ご協力いただいているすべての方々に心より感謝申し上げ、これからも一層のご支援とご理

解を賜りますようお願い申し上げます。                     

 （かすみの里 施設長） 

 

Facebook  Instagram  ホームページ  

2023 年度アールブリュット応募作品より「カラフルな宇宙」 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東サポだより ―２０２３年１２月発行― 第２４号 〔２〕 

社員・支部長の皆さまから、施設のご紹介や生活サポート総合補償

制度へのご要望などについて、お話を伺いました。 

 

社会福祉法人龍鳳 理事長  貝沼 寿夫 様 

社会福祉法人由木かたくりの会 統括管理者  小金渕 敏之 様 

ライフパートナーこぶしは、障害者支援施設として施設入所（30名）・生活介護

（35名）・就労継続支援B型（10名）・短期入所（3名）・特定相談を東久留米市と

清瀬市にて運営しています。 

  

 

社員・支部長からひとこと 

由木かたくりの会は、八王子市の堀之内地区にあり、車で少し走ると町田市、多摩 

市という場所にあります。今でも牛舎や畑が点在する自然豊かな地域です。 

由木かたくりの会は 3事業所あり、１００名ほどの方が利用しています。 

平均年齢は３０歳ほどで、比較的若い年齢層の方が多く利用しています。若いが故に、状態の変化が多

い利用者さんもおり、リフレームすれば元気な方が多いと言えます。 

生活サポート総合補償制度に加入することで、ご利用者ご家族、そして支援者も「安心感」を頂いてい

ます。「安心感」の提供は支援の基盤です。安心感の中で、個々の特性に応じた配慮の中、様々な経験をし

て頂き、自己効力感を感じ、自己肯定感を獲得すること。生きていく力の源を身につけて頂くことが、当

法人の支援の基本スタンスです。 

話は少し変わりますが、安全とは許容できるリスクと言われています。リスクにとらわれすぎて支援が

小さくなることだけは避けたいところです。補償制度はそんな取り組みをまさに、サポートしていただい

ていると感じています。 

 どうぞ、お近くにお見えの際は、自然豊かなウッドデッキでの 

お食事を楽しんでください。 

私たちは、生涯発達理論に基づき利用者さんの「できた・わかった」 

が増え、一人ひとりが持つ長所や得意の発達成長を促す活動・支援を行っています。 

清瀬市にある Café ふわっとんでは、手作りに拘り、ガムシロップもお手製です。 

ぜひお近くにお越しの際は、お立ち寄りください。 

         また法人キャッチフレーズとして「笑顔で支え合い成長 

できる場所」を目指し、利用者さんのみならず職員も支えら 

れていることや自身の成長を実感し、職場や仕事に誇りを持ち長く働き続けら 

れる職場を目指しています。 

  

 

さて、私たちがまず利用者さんに提供しなければならないのは、安

心なのかもしれません。保険も安心材料の一つですから、新規の利用

者さんには、必ずサポート協会の保険を紹介しています。今後も利用

者さんやご家族の安心が継続・充実していくためにも、微力ながらサ

ポート協会に貢献していきたいと思います。 

 

施設外観 

４年ぶりのこぶし祭り！ 

「マフラー」 
長沼生活介護はた織りチーム 

「自然素材のリース」 
 長沼生活介護アートチーム② 

「お気に入り」  



2023 年度もたくさんの作品をご応募いただきました。本広報紙の中で一部の作品をご紹介させて 

いただいておりますが、ホームページには全応募作品を掲載していますのでぜひご覧になってください。 

         ＊わかばの家さま 29 名 

         ＊由木かたくりの会さま 10 名 

         ＊個人の会員さま 1 名 

※2024 年度も準備が整い次第、受付を開始いたします。皆さまのご参加をお待ちしております！ 
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🔳 2023年度定時社員総会 🔳 
第１部 定時社員総会 

2023 年 5月 19 日（金）、国分寺市立 cocobunji プラザ５階 リオンホール（Bホール）にて、2023 年度定時社員総会を 

開催いたしました。社員 38名のうち、出席は 31 名（書面表決を含む）となり総会は成立し、全議案が承認されました。 

（単位：　円）

【運営の部】〔収入の部〕 （単位：円） 【運営の部】〔収入の部〕 （単位：円） 科目 当年度末 前年度末 増減

大科目 中科目 決算額 大科目 中科目 予算額 Ⅰ　資産の部

会費 制度運営費 13,465,590 会費 制度運営費 13,700,000 　　１．流動資産 4,564,183 5,991,636 △ 1,435,453

受託収入 事務受託収入 3,000,000 受託収入 事務受託収入 3,186,000 　　２．固定資産 2,000,000 2,000,000 0

雑収入 362,122 雑収入 440,000 　　　　資産合計 6,564,183 7,991,636 △ 1,427,453

繰入金 1,000,000 繰入金 500,000 Ⅱ　負債の部

繰越金 前期繰越金 574,806 繰越金 前期繰越金 190,000 　　１．流動負債 365,105 416,830 △ 51,725

18,402,518 18,016,000 　　　　負債合計 365,105 416,830 △ 51,725

Ⅲ　正味財産の部

大科目 中科目 決算額 大科目 中科目 予算額 　　一般正味財産 6,199,078 7,574,806 △ 1,375,728

事業費 1,718,850 事業費 1,080,000 　　　負債及び正味財産合計 6,564,183 7,991,636 △ 1,427,453

事務費 15,400,990 事務費 15,478,000

会　費 全国年会費 1,083,600 会　費 全国年会費 1,095,000

繰越金 次期繰越金 199,078 予備費 363,000

18,402,518 繰越金 次期繰越金

18,016,000

大科目 中科目 決算額 大科目 中科目 予算額

保険料 預り保険料 105,070,070 保険料 預り保険料 105,500,000

大科目 中科目 決算額 大科目 中科目 予算額

保険料 預り保険料 105,070,070 保険料 預り保険料 105,500,000

〔支出の部〕

支 出 合 計

【保険料の部】〔収入の部〕

〔支出の部〕

２０２２年度収支計算書 ２０２３年度予算

2022年4月1日から2023年3月31日まで 2023年4月1日から2024年3月31日まで

収 入 合 計

貸借対照表

                  ２０２３年３月３１日現在

〔支出の部〕

収 入 合 計

支 出 合 計

【保険料の部】〔収入の部〕

〔支出の部〕

４
年
ぶ
り
の
対
面
開
催
で
、 

活
発
な
意
見
交
換
が
で
き
ま
し
た 

第２部 学習会『私たちが望む成年後見とは・・・』  

2022 年度に実施した成年後見制度についてのアンケートについて、担当した作業チーム

のメンバーによる説明があり、理事や施設関係者、ご家族である社員の方々からもご意見

をいただきました。 

続いて、「成年後見制度の改善を求める要望書」を厚労省・法務省・最高裁判所の担

当者に提出し懇談会が実現したことについての報告がありました。要望書の内容や懇談会

の様子は東サポホームページに掲載しておりますので、そちらもご覧ください。 

第 17回東京大集会が開催されました 

前回大会に引き続き「生活の場の確保について」というテーマのもと、4 年ぶりに対面形式も含めた開

催となりました。会場には当事者、保護者、支援者、都議会議員など約 100 名が集い、それぞれの

立場からのアピールや意見交換があり、YouTube ライブにて生配信もされました。 
 

●日時 2023 年 8月 26日（土）13：00～16：00 

●内容  ①当事者・家族・支援者からの発表 

②都議会各会派の皆様からの意見表明・パネルディスカッション 

     ③東京大集会大会アピール採択 

●主催 【実行委員会構成６団体】 

      ・東京都社会福祉協議会知的発達障害部会 ・東京都発達障害支援協会 

      ・東京都手をつなぐ育成会    ・東京知的障害児・者入所施設保護者会連絡協議会 

      ・東京都自閉症協会      ・日本ダウン症協会 

●共催  一般社団法人東京都知的障害児者生活サポート協会 

●後援  公益社団法人東京社会福祉士会 

都議の皆さまによるパネルディスカッション 

アピール文の採択 

テーマ≪生活の場の確保について≫ 

アールブリュット作品展 
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◇開催日 2023 年 10 月 6 日（金）  

◇会 場 日本青年館ホテル ルームイエロー 
 

秋晴れのもと、神宮外苑にある日本青年館ホテルにて今年度

のブロック会議を開催しました。4 年ぶりの対面開催には、1 都 8

県のサポート協会の代表者及び事務局員、AIG 損害保険

（株）及び（株）ジェイアイシーからもご参加いただき、総勢 61

名の皆さまにお集まりいただきました。 

 

            

 

 

  

まず、全国サポート協会より昨年度の事業報告があり、次に参加の各サポート協会から事業実施状況の報告がありま

した。続いての協議事項では、「生活サポート総合補償制度」に関する事項について報告及び協議がおこなわれました。 

１つめは被保険者について、これまで「知的障害児者および自閉症児者」を対象としていましたが、「発達障害児者」

を加えることになりました。これは 5 月に行われた、一般社団法人全国知的障害児者生活サポート協会定時社員総会

にて可決され、次年度、2024 年 4 月より運用が開始されます。 

２つめは、AIG 損害保険株式会社より、個人賠償責任補償の運用変更について説明がありました。これに対して、各

サポート協会より質問、意見、要望などが出されました。今後、関東甲越ブロックでは話し合いを重ね、全国サポート協会

を通じて要望を続けていくことになりました。 

 事務職員永年勤務感謝状授与 

全国サポート協会では、10年、15年勤

務の事務職員に対し感謝状を授与してい

ます。今年度は 10年勤務で東サポ 1名、

15年勤務でやまゆりサポート協会4名の

事務職員の皆さまが感謝状を授与されま

した。 

一般社団法人全国知的障害児者生活サポート協会 

２０２３年度関東甲越ブロック会議報告（東京開催） 

会議後の情報交換会では、全サポの片桐副理事長の 

ご発声で＂カンパーイ！″4 年ぶりの旧交を温め、新たな 

つながりもできました。お話しの輪が広がり、和やかなひと時 

となりました。 

ブロック会議、情報交換会にご参加ください 

ました皆さまに感謝申し上げます。 

来年はやまゆりサポート協会（神奈川県） 

にて開催予定です。 

これからもよろしくお願いします 

 

司会 小池理事 

“感謝”  東サポ一同 
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会員の皆様には、昨年度《成年後見制度についてのアンケート》の回答をいただき、東サポだより第 23 号(2023

年 1 月発行)にて集計報告のまとめを載せました。その後、皆様から寄せられた貴重なアンケート結果を「成年後見

制度の改善を求める要望書」としてまとめました。2023 年 2 月 1 日、当協会役員は衆議院第二議員会館に赴

き、元厚生労働副大臣高木美智代先生のお力添えもあり、厚生労働省成年後見制度利用促進室、法務省民

事局、最高裁判所事務総局家庭局のそれぞれの担当官にお会いすることができました。その場で要望書をお渡し

し、役員が一人ずつ、知的障害者にとって、現行の制度の課題・問題点をとりあげて説明をし、改善に向けて取り

組んでいただきたいと強く要望をしてまいりました。 

現在、国の施策として「第ニ期成年後見制度利用促進基本計画」（2022～2026 年度）では、制度そのもの

の見直しの検討、総合的な権利擁護支援策の充実を目指して、都道府県及び区市町村の計画策定と実施が

進められているところです。厚生労働省のホームページをみると、2023 年 3 月 29 日時点での全国の自治体におい

ての進捗状況が見つかります。かなりバラツキがあります。人口密集地と、人口の少ないところでは専門職や担い手

が不足している状況があるのは当然ですが、そこは、各自治体の工夫とアイデアが求められるところでしょう。 

2022 年度から「持続可能な権利擁護支援モデル事業」が始まり、いくつかの自治体の取り組みが紹介されてい

ます。ピックアップした 3 自治体（右記参照）においては、市・区長への申し立て件数は、高齢者が 8 割弱、障害 

 

 

 

 

  

                                   （文責： 理事 藤田 進） 

 

◇ 江戸川区 

区の社会福祉協議会が 2018 年に設立した«安心生活センター»を

地域連携ネットワークの整備、運営の中核機関として位置付けた。

「後見人何でも相談ダイヤル」を開設した。2019 年には、「成年後

見支援会議」を立ち上げ、困難事例については報告し、対応を協議

している。 

 
◇ 新宿区 

2018 年より、任意後見を含む法人後見を社会福祉協議会が実施

している。情報提供希望者登録制度によって、相談・研修後、アン

ケートをもとに希望をつのって、成年後見センターだより等の情報を配

信している。適切な区長申し立ての実施。区直営の基幹型地域包

括支援センターの他委託の９か所を運営し、虐待対応を含む権利

擁護業務を実施。市民後見人を養成する講座を開催している。 

 

◇ 町田市 

専門職団体との連携、親族後見人の支援、受任調整会議に力を

注いでいる。中核機関については、①広報機能 ②相談機能 ③

利用促進機能 ④後見人支援機能に分けて短期・中期・長期の

目標に向けた事業を整理し取り組みを実施中。中核機関の機能拡

充に向け、専門家委員も協力して検討委員会を設置した。 

親族からの成年後見制度の利用相談を受けた場合に、申し立て支

援、親族後見人支援まで切れ目ないサポートを行う取り組みを開

始。 
 

※厚労省 HP 

・成年後見制度利用促進に関する自治体事例紹介より抜粋 

 

 

 

「成年後見制度」最近の動向について ～自治体の取り組みがはじまる～ 

 

者が２割強であります。厚労省が進める地域での

取り組みは、区市町村と社会福祉協議会が連絡

調整をとりながら、実施主体は社会福祉協議会と

なっています。法人後見の育成、立ち上げについて

は、まだまだの感があります。 

７月には愛知県知的障害児者生活サポート協

会が主催した「成年後見実務研修」に藤田理事

と、事務局長が参加させていただきました。愛知県

では、独自に法人後見センターを立ち上げ(2009

年)、社会福祉士資格を有する成年後見サポーター

を組織し、愛知県弁護士会や県内の社会福祉協

議会とも連携し、金銭管理だけでなく身上監護にも

当たっています。研修後、田中友久センター長より、

法人後見センターの運営には財政基盤と人材育成

とコーディネート機能が重要だとのお話を伺いました。 

会員の皆様が居住する自治体が成年後見制度

の取り組みをどのように進めているのか、関心を持っ

ていただくことをお勧めいたします。成年後見制度の

見直しには、民法改正が当然含まれます。2026 年

度までにその点が着実に進められることを望むところ

です。       〔文責 理事 藤田進〕 
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相 談 支 援 を使って一緒に考える く
・

 ら
・

 し
・

 

本多公恵 

社会福祉法人滝乃川学園参与 

【プロフィール】 

＊1982年 滝乃川学園成人部入職。 

生活支援員として 19年務める。 

＊2001年 同児童部にて地域療育等 

相談支援コーディネーターとして相 

談支援に関わる。地域の社会資源の 

不足を感じ、居宅支援事業や単独型 

短期入所など在宅の方向けのサービ 

ス提供を始める。 

同地域支援部施設長を経て 2022年 

より現職 

 

相談支援とは 

清野）障がいのある人たちやご家族には、相談支援をよく知らない人も多く、困りごとをどこに相談したらいいのかわ 

からずにご家族のなかで頑張りすぎてしまう方がいます。親の立場として、いろいろ相談されることもあります。 

相談支援は市区町村にあったり、地域生活拠点にあったり、契約してサービス等利用計画を作ってくれるとこ 

ろがあったりと、様々です。 

本多）それぞれ少しずつ役割は異なるので、「この相談はどこに行けばいいの？」と迷われることもあるかもしれませ 

ん。市町村によっては、ワンストップで受け止める相談窓口を役所に設置しているところもあります。また国とし 

ては基幹相談支援センターに、このワンストップ機能を担わせ、どこに相談していいかわからないということに対 

処しようとしています。 

清）ところで相談支援は、どんなことをしてくれるのでしょうか。 

本）障がいのある人とそのご家族のお話を聞き、内容を整理し、優先順位をつけ、誰がどのようにしたら解決する 

のかの道筋を立てます。内容によって、関係者会議を開いてご本人やご家族と障害福祉サービスや行政の関 

係者、時には医療や教育の関係者にも参加してもらい、課題解決の糸口を見つけ、参加者に役割分担し 

て取り組んでいただく枠組みを作ります。そして進み具合を把握しつつ、時には軌道修正をして困りごとに対 

応しています。 

 

 
清野弘子 

公益財団法人日本ダウン症協会事務

所相談員 

【プロフィール】 

ダウン症の息子を持つ母親です。 

ダウン症協会では事務所相談員を長 

年務めさせていただいています。 

ダウン症に関する相談が主ですが、

地元では知的障害者相談員として相 

談にあたっています。 

相談される方が少しでも前向きにな

れるようにと心がけています。 

地域の知的障がい者相談員に相談すると、緊急で 2 週間ショートステイで預かってくれるところが見つかりました。

その間に通所施設の職員も探してくれ郊外の入所施設に 1 か月、さらに役所の担当者が見つけてくれた都外施設に

も数か月お世話になりました。どの施設でも丁寧に対応してもらいました。 

母が退院した後、春夫さんは自宅に戻り、休んでいた生活介護にまた通い始めました。でも以前に増してこだわり

が強くなり 16 時には夕飯を食べなくてはならないなどの自分ルールがいろいろな場面で見られるようになってしまったそ

うです。 

この様子を見て母は「春夫は私と暮らさないほうが幸せかもしれない」と私たち周囲に話すようになりました。ずっと

家族で支えてきたのですが、家での暮らしを見直す時期なのではないかと母親が気づき、成長した春夫さんの気持ち

に近づくきっかけとなったようです。 

春夫さんに自立してもらうためご家族は役所の担当者と相談を重ね、東北にあるグループホームに入りました。今は

3 か月に 1 回のペースでご両親は面会に行っているそうです。 

 

 ご相談 １ 

本人（仮名：春夫さん） 30 代 支援区分 6 

   強度行動障害を合わせ持つ自閉症  

家族：父 60 代(単身赴任中)、母 60 代 普段は母と二人暮らし 

 

春夫さんは、日中は月～金で生活介護事業所に通所し、月 1 回２泊

～３泊でショートステイを利用していましたが、家に帰ってくると、荒れてし

まいエアコンの室外機を投げたり、ドアを壊す、カーテンレールごと引っ張って

外してしまうなどの行動がでていました。家ではかなり偏食もありました。 

お母様は、息子は手がかかるので他人がみられるはずがない、迷惑をかけ

るから自分がみなくてはと思っていたそうです。 

 ところがある時、母が転倒して足を骨折し歩くことができなくなってしま

いました。突然のことでこれまで長期でよそに預けたことがなかったため、一

人で残されてしまう春夫さんをどうすればよいか途方にくれました。母は骨

折が治っても、その後リハビリをしなければならないため、数か月の療養が

必要でした。 

 

 

本）春夫さんの場合は、身近にあった育成会や通所施設への相談でうまく連携ができ、さらに将来を見据えた 

暮らし方に、ご家族が向き合った結果、グループホーム入居となったのですね。 

清）私は、時々ご家族が面会に来て会えるという距離感を受け入れている春夫さんご自身は、この環境の変 

化にどんな気持ちかなと気になっています。いまの状況をどこまで理解されているかわかりませんが、春夫さん 

は自分のことを上手く伝えられないので、日々の暮らしの中で確かめるしかないですよね。突然、短い間に 

知らない施設をいくつも移動して利用しなければならなくなった時と比べて、今のところ落ち着いて穏やかに 

生活されているようなので少し安心しています。これからもお母さんから様子を聞いていくつもりです。 

 

懇談会 

 ご相談 ２ 
 

本人（秋彦さん：仮名）18 歳 自閉症 愛の手帳 3 度 

特別支援学校高等部３年生 

家族：祖母 80 代、父 60 代：病気のため仕事をしていない  

母は他界されている 
 

秋彦さんは同居している祖母がずっと世話をしてきました。3 歳の頃には

児童相談所に施設入所の相談もしたようなのですが、父が親権者のため

祖母の一存では何もできなかったそうです。 

現在は自宅から電車とバスを乗り継いで、特別支援学校に通っていま

す。ヘルパーを利用して通学していますが、時々学校に行きたくないと渋る

こともあるようです。そのたびに祖母は秋彦さんを説得し、なんとか学校に

通わせています。学校の後は放課後等デイサービスを利用しています。 

 



大事なその人の人生がかかっている 

・・・失敗を共有し考えるのも相談の仕事です 

本）自分が元気で見られるうちは、一緒に暮らして世話をしたいというご家族の気持ちは大切ですよね。でもご 

家族も年を重ねると自分のことで精いっぱいになり、大人になった障がいのある子どもの世話をし続けるの 

が大変になります。その時になって、あるいは事故や病気で一時的にお世話ができなくなった時に、急に施 

設を探すと希望する地域やサービスに結びつくことが難しくなります。 

一方障がいのある子どもも成長して、ゆっくりではありますが自立しようとする気持ちが育っていきます。家 

族にそれを上手く伝えられなくて、モヤモヤした思いを粗暴な行動であらわしてしまう人もいるようです。 

まだまだ不足しているサービスも多いですが、国の方針もありこの 20 年間で、地域での受け入れ態勢が少 

しずつ整ってきています。自宅での暮らしが難しくなったから入所施設に入ってもらうという『自宅か入所か』 

といった 2 択ではない暮らし方も広がってきました。ヘルパーを入れて一人で暮らすとか、グループホームに入 

るとか、障がいが重くても自立できるように相談支援は、ご本人やご家族の想いに寄り添って、希望を実 

現するために様々な提案をしてくれます。ただし最終的に決めるのはご本人とご家族です。 

清）でもやってみないとわからないこともたくさんありますよね。だめだった時に また相談するのは気が引けるとか、

相談員に言われた通りにしなかった ので失敗したときなど、改めて

行きづらいということもあると思うのです。  

本）大事なその人の人生がかかっているので、遠慮せずにまた相談して

ください。失敗も共有して、改めてどうするか考えるのも相談の仕事

ですから。 
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祖母は週末も放課後等デイサービスに行ってほしいと思っていますが、本人が行きたくない日は、一日中近

所で自転車を乗りまわして過ごしています。学校ではとても良い子と言われていますが、自宅に帰ると暴れ、落

ち着かせようとして祖母は何度も殴られたり、蹴飛ばされたりして痣が絶えません。祖母は「私が元気なうちはい

いが 私がいなくなったらどうなるのか心配だ。もう疲れた、どこかに預けたい」と、言っています。 

父は、体調が悪く働けず、自分のタイミングで秋彦さんをかまったり、出かけようと誘ったり、可愛がったかと思

えば大きな声で怒鳴ることもあり、最近父親が怒って手を出した時に秋彦さんが１１０番をして警察が来る騒

動になったこともありました。父自身は通院しても治療を継続して受けず、悪化して長いこと寝込んでしまうことも

あります。 

ご家族はこの先どうしたらいいのかと高等部卒業を目前にして、悩んでいます。秋彦さんの気持ちも確認でき

ていないので、これから学校や行政とも話し合っていくと思うのですが、暮らしの場への支援と働く場への移行と

いう大きな変化を伴う決定なので、秋彦さんの意思が反映できる方向になると良いなと思っています。 

 

 



  

第２４号 東サポだより ―２０２３年１２月発行― 〔９〕 

清）親は 18歳の高等部卒業時に子どもの進路を考えるように、25歳を 

過ぎたらそろそろ自立を考えてその後の生活の場を探し始めるとか、 

30 歳になったら親元から自立してみるとか、本人と話し合いながら 

目途（計画）を立てていくのが良いのではないかと最近思うように 

なりました。 

本）個々のご家庭の事情もあると思いますが、人生のそれぞれの段階において、ご本人目線で暮らし方を考 

えていくことは大事なことだと思います。親が思うよりご本人は成長していて、親元から離れてみたいと思って 

いる人はいるのではないでしょうか。 

清）ところで親の高齢化に伴い、親亡き後のご相談も寄せられます。 

  例えば成年後見制度は使いにくさもありますが、制度の利用によってご本人の財産が守られることもありま 

す。高額な羽毛布団を売りつけられて支払いに困ってしまった夏子さんは、後見人が契約の解除をしてくれ 

たおかげで、要らない布団を返品することができました。また親が亡くなった際に、遺産相続で自分の相続 

分を兄弟から放棄させられそうになった冬美さんは、相談支援事業所に相談して保佐人をつけ遺産相続 

ができたそうです。 

本）そうですね、場面によっては後見制度が有効に働くことがあります。成年後見制度は、国でも現在見直しが 

検討されています。もともとはご高齢の方を対象に制度設計がなされているため、知的障がいの方には合わ 

ない所もたくさんあります。 

清）昨年度、東サポは会員にアンケートを取りましたね。結果をまとめて多方面に働きかけていると聞いたので、 

今後は知的障がいの方にとっても使いやすい制度になることを願っています。 

本）相談支援は、ご本人やご家族が困った時にその内容を整理しながら伴走してくれるサービスです。当事者に 

とっては自分の話にちゃんと耳を傾けてくれる、ご家族に何かあった時には家族の意向も汲み取って考えてく 

れる、そんな相談員を身近で探してみてください。 

 

■知的障害者相談員（東京都福祉局 HP より抜粋） 

1. 職務内容 

 （1）知的障害者の家庭における養育、生活などに関する相談、指導、助言 

 （2）知的障害者の施設入所、就学、就職などに関し、関係機関への連絡 

 （3）知的障害者に対する国民の認識と理解を深めるための活動など 

2. 相談方法：相談員の住所、氏名などは、区市役所・町村役場へ 

3. 資格：民間の協力者。人格、見識が高く、社会的信望があり、知的障害者の福祉増進に熱意を有 

し、奉仕的活動ができることなど。原則として知的障害者の保護者のうちから、区市町村 

長が業務を委託。 

4. 任期など：任期は 2 年、定員は 322 人  ＊相談員の名前は公表されています。 

■地域の民生委員 

 

ご相談先について 
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◆傷害事故データについて 
  

＜施設における転倒事故例＞ 
 

傷害事故のうち、60.7％が 転倒・転落 によるものです 
 

・出入口（開き戸）にぶつかり他人と衝突、転倒 

・開き戸の“戸に当たり”につまずき転倒 

・開き戸の取っ手部分に引っ掛かり転倒 

・入口（敷居）の段差につまずき転倒 

・歩行器や車いすなどがトイレまでの移動動線にあり接触転倒 

・マットにつまずき転倒 

・床面が雨（雪）などに濡れていて滑って転倒 

・トイレで履いたスリッパが滑って転倒 

 

 

病気予防＆事故防止に取り組みましょう！ ※一般社団法人全国知的障害児者生活サポート協会発行  

『生活サポート総合補償制度病気予防＆事故防止 2022年版』 より一部抜粋) 

◆疾病データについて 

＜誤嚥性肺炎になりやすい要因＞ 
 

・体力が低下している要介護（高齢）者 

・口腔内汚染や虫歯など口腔衛生不良 

・サルコペニア（やせていて筋力が低下し、飲み込む力が弱い） 

・摂食嚥下障害（脳卒中や発達遅滞がある場合） 

・活動性が低下している不良姿勢での臥床や食事 

 

 

・食物の誤嚥が持続している人（むせや窒息の頻度が多い場合） 

・認知機能低下がある人 

・胃腸機能の低下（胃や腸に疾患がある場合） 

・がん（特に頭頚部癌、食道がんなど） 

 

 



生活サポート総合補償制度 担当保険代理店 

株式会社ジェイアイシー 東サポ担当者よりご挨拶 
   
平素より、会員および関係者の皆様には、ご愛顧を賜り心よりお礼を申し上げます。 

私たちは株式会社ジェイアイシーの東京担当の、會田祐哉（あいだゆうや）と西野泰規（にしのやすのり）と申します。 

ジェイアイシーの営業は、日頃より都内の施設・事業所を、丁寧に訪問させて頂いております。 

施設やご家族、それぞれの立場に寄り添いながら親身に向き合うことを心がけて業務にあたっており、障害のある方の特性を 

ふまえた事故対応に努めております。 

生活サポート総合補償制度につきましては、ご家族会などでの説明会も随時承っておりますので、どうぞお気軽にご連絡ください。 

今後共、何卒、宜しくお願い申し上げます。 

●補償内容についてのお問合せ・説明会のご連絡は下記へ 
 

（株）ジェイアイシー 

 TEL：03-5321-3373／0120-213-119 

   9：00～17：00（土日祝日・年末年始除く） 

https://www.jicgroup.co.jp/  

 

 

生活サポート総合補償制度説明会 報告  

生活サポート総合補償制度の担当代理店（株）ジェイアイシーより山口営

業部長と東サポ担当の西野さんにご協力いただき、支部・施設のご担当者に

向けて説明会を実施しました。 

 まず、日頃ご利用いただいている「生活サポート総合補償制度」について、

パンフレットの内容と請求事例を含めてお話がありました。続いて、東サポ

への加入および保険金の請求方法などを掲載した「（支部・施設向け）手続き

ハンドブック 2023.6 改訂版」、賠償事故の考え方および事例などを掲載し

た「個人賠償請求 取扱ハンドブック」を参考に、請求の流れや書類の記入方

法など具体的に説明していただきました。 

 参加された事務担当者からの質問の多くは賠償事故に関わる内容

で、その他にはコロナ感染によるご請求についてなどがありました。

その場で回答を得られたことで、「わかりやすかった」「大変勉強に

なった」との感想をいただきました。 

 このような説明会は初めての試みでしたが、生活サポート総合補

償制度は、ご本人やご家族だけでなく施設さまの安心もサポートし

ていることが改めて感じられ、直接ご意見を伺える良い機会になり

ました。またこのような機会を設けたいと考えています。 

2023.6.20（火） 14:00～16:00 

国分寺市立cocobunjiプラザ ５F Bホール 
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西野さん    會田さん  

★ 『2024 年度継続のご案内』 について ★ 

毎年２月に次年度のご継続について確認のお手紙をお送りしています。お手元に届きましたら早めに開封していただき、現在の

登録内容のご確認をお願いいたします。 

＜記載されているのは、12 月 15 日現在の内容です。それ以降のご変更については反映されていませんのでご了承ください。＞ 
 

 ご加入内容  にある 支部・施設名、ご加入者名、ご住所、電話番号、振替口座 はお変わりありませんか？ 

もしご変更がある場合は、右側ハガキの部分を切り取り、 現在のご加入者のご署名 と 変更後の内容 をご記入のうえ、 

2 月末日まで に投函してください（変更後の内容が『2024 年度加入者証』に登録されます）。期限までに間に合わない方、

書き方がわからないなどお困りの事がありましたら、東サポ事務局 ☎042-300-1366 までご連絡ください。 
 

※所属が本部で登録されている方には別途書面を同封していますので、こちらもご確認をお願いいたします。 

 

 



編集後記 

師走に入り、慌ただしさを感じるこの頃です。いつも大変お世話になっております。 

先日事務局はお隣の殿ヶ谷戸庭園で紅葉狩りをしました。寒い日だったのですが、 

多くのカメラマンが赤や黄色の被写体にレンズを向けて、“モチロン私たちも”  

日本ならではの、その美しい景色に癒され、非日常を満喫したひとときでした。 

東サポだよりが来ないなぁ～と思われた方もいらっしゃるかと存じますが、今年度は 1 回の 

発行なのです。中身は 1.5 倍の 12 ページ！初チャレンジです。どうぞ隅々までごらんください。 

来年、2024 年、辰年も、どうぞよろしくお願い申し上げます。     （事務局長 鈴村のり子） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東サポだより ―２０２３年１２月発行― 第２４号 〔１２〕 

「親なきあと」のために「親あるうちに」できることってどんなことでしょう。知的発達障害のある人

たちのご家族は常に頭から離れない心配事かと思います。地域のグループホームで『くらす』、入所施

設で『くらす』、アパートなどで自立生活を送るなど、様々なくらしのスタイルがあると思いますが、

「自己決定に基づいて主体的な生活を営むこと」を考えた時にどのようなくらしができるのか、どの

ようなくらしを送っているのか、施設に入れば心配事はなくなるのか、グループホームに入れば安心

なのかなど、それでも不安は尽きないことと思います。そのような不安を一つでも解消していかれる

ように研修会として様々な「くらす」の実際を知り、みなさんで考えられる時間となれば幸いです。 

ご参加をお待ちしています。      （NPO）東京都発達障害支援協会相談支援部会 部会長 藤井 亘 

 

２０２３年度４団体共催研修会 

「さまざまな『くらす』～自分らしい生活って？～」 

＜講師＞ 沖倉 智美 氏（大正大学社会共生学部社会福祉学科  教授） 
 

日程：2024 年 2 月 9 日（金）  会場：三鷹産業プラザ ７F 会議室 

※開催要項・お申込み方法など、詳細は後日ホームページに掲載いたします 

【４団体】 

特定非営利活動法人東京都発達障害支援協会 

一般社団法人東京都知的障害児者生活サポート協会 

東京都障害者通所活動施設職員研修会 

東京知的障害児・者入所施設保護者会連絡協議会 

 

今年の球春は、侍ジャパンがWBC優勝という歓喜のなかで、始まりました。アメリカを破っての勝利 

に、さすがに私の気分も高揚しました。そして、秋が深まる１１月、我が阪神タイガースが３８年ぶりに 

日本一に輝き、年内は勝利の美酒に浸っていられそうです。 

栗山監督の采配、日本シリーズにおける岡田監督の決断をリアルタイムで見ていると、野球における指揮官の役割の大きさと、

妙味を再認識させられるのです。組織やチームを預かる人間にとって、大谷君やダルビッシュ君のようなパフォーマンスを発揮できる人

材が、チームのミドルマネージャーとしていてくれたらと、切実に思うところでしょう。ダルビッシュ君の高校時代や、日ハム時代の初期の

エピソードを思い起こせば、グランドで後輩たちにアドバイスを授ける姿を見て、彼の成長をしっかり実感したところでした。 

秋は、私の好きなラグビーのワールドカップがあり、これも盛り上がりました。早朝４時からの実況は殆ど見ていました。以前学生

時代にラガーマンから「何で甲子園の野球選手は一球一球監督のサインを見てプレイするんだ。俺たちは一人一人が、瞬時に判

断してプレイするけどね」といっていたことを思い出します。それぞれの種目に特徴があり、ラグビーやサッカーのように決められた時間内

に勝負がつくような競技もあれば、野球のように表裏があり、打順と守備が決まっていて、選手交代やサインが許され、それが重要

な戦術となって成り立つ戦い方もあるのです。また来シーズンも盛り上がることを大いに期待しています。 

昨
年
度
の
よ
う
す 


